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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第47期
第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第47期
第２四半期連結
会計期間

第46期

会計期間

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成22年
    ６月30日

売上高 (千円) 15,999,65416,478,50010,084,08810,403,00228,350,349

経常利益 (千円) 1,666,3531,205,8411,599,1091,324,1641,982,063

四半期(当期)純利益 (千円) 1,143,418665,474 923,502 765,7721,256,323

純資産額 (千円) ― ― 5,725,8136,399,2375,825,862

総資産額 (千円) ― ― 22,892,33922,557,03618,894,642

１株当たり純資産額 (円) ― ― 617.99 690.80 628.87

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 123.41 71.84 99.67 82.66 135.60

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 25.0 28.4 30.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 385,720△503,198 ― ― 2,916,784

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △155,175△273,531 ― ― △354,756

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △132,040 626,350 ― ― △2,294,010

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 351,724 370,857 521,237

従業員数 (名) ― ― 872 866 860

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関連会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 866

(注)  従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 712

(注)  従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは主力事業である水産練製品・惣菜事業及びきのこ事業における需要が第２四半期連結

会計期間に集中するため、第２四半期連結会計期間の生産高が他の四半期連結会計期間に比べて高くな

る傾向があります。

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

水産練製品・惣菜事業 8,708,138 ─

きのこ事業 1,563,157 ─

その他 ─ ─

合計 10,271,296 ─

(注)  生産高は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

(水産練製品・惣菜事業)

見込生産を行っているため該当事項はありません。

(きのこ事業)

見込生産を行っているため該当事項はありません。

(その他)

該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当社グループは主力事業である水産練製品・惣菜事業及びきのこ事業における需要が第２四半期連結

会計期間に集中するため、第２四半期連結会計期間の販売高が他の四半期連結会計期間に比べて高くな

る傾向があります。

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

水産練製品・惣菜事業 8,535,642 ─

きのこ事業 1,575,110 ─

その他 292,249 ─

合計 10,403,002 ─

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

また、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)  経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成22年10月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、政府

による景気対策効果で国内消費の一部に活発な動きが見られたものの、雇用情勢は依然として回復せ

ず、加えて円高・デフレが長期化するなど、総じて厳しい状況で推移いたしました。

当社グループを取り巻く経営環境につきましても、長引く景気低迷の中、消費者の節約志向・低価格

化志向、競合企業との激しい価格競争が恒常化し、当社グループ製品の販売環境は厳しい状況が続きま

した。

このような環境の中、当社グループでは最優先に取り組んでおります「安全・安心」な商品の提供

を念頭にお客様の消費動向を捉えながら、効果的な販売促進施策の推進により売上高の確保に努めて

まいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高104億３百万円(前年同四半期会計期間比３億

18百万円(3.2%)の増加)、営業利益は13億24百万円(前年同四半期会計期間比２億39百万円(15.3%)の減

少)、経常利益は13億24百万円(前年同四半期会計期間比２億34百万円(15.1%)の減少)、四半期純利益は

７億65百万円(前年同四半期会計期間比１億57百万円(17.1%)の減少)となりました。

当社グループにおけるセグメントごとの経営成績の概況は以下の通りであります。

　
①  水産練製品・惣菜事業

当セグメントにおきましては、個人消費の低迷とデフレ環境の続くなか、競合企業との競争状態も依

然として厳しい状況で推移いたしました。

また、長期間に及んだ記録的猛暑により、水産練り製品の消費は大きく低迷し、例年、第１四半期終盤

から始まる「おでん関連商品」の需要も立ち上がりが大きく遅れ、第２四半期前半の販売動向にも影

響を及ぼしました。

その後の気温の変動などの環境変化のなかで、涼味商品の需要が拡大した「食品」部門、サラダ素材

としての需要が中心の「シーサラダ」部門、比較的気温変動の影響を受けにくい「調理済み」おでん

部門が順調に推移いたしました。また、「揚物」部門においては新商品の投入と販売促進活動の推進に

より順調に売上を伸張することができました。

一方、「蒲鉾」「はんぺん」「竹輪」部門におきましては、主に低価格帯商品における競争の激化な

どの影響もあり、前年同四半期を下回る結果となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は85億35百万円、営業利益は６億95百万円となりました。
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②  きのこ事業

当セグメントにおきましては、気象条件による相場の変動もありましたが、主要取引先を中心にした

販売強化に継続的に取り組んだことにより、売上は堅調に推移しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は15億75百万円、営業利益は６億４百万円となりました。

　
③  その他

（運送・倉庫事業）

運送部門におきましては、既存輸送便の売上増加と共に新規取引も加わり、売上高は前年同四半期を

上回る結果となりました。

倉庫部門におきましては、新規入庫数が低迷し引き続き保管収入中心の売上構成となり、売上高は前

年同四半期を下回る結果となりました。

以上の結果、当部門の売上高は１億88百万円となりました。

（ゴルフ場事業）

当部門におきましては、景気低迷や夏季における猛暑等の影響を受け、来場者数、売上高とも前年同

四半期を下回る結果となりました。

以上の結果、当部門の売上高は１億３百万円となりました。

　

(２)  財政状態の分析

①  流動資産

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は90億55百万円（前連結会計年度末比37億98

百万円の増加）となりました。これは主に季節的要因による受取手形及び売掛金の増加によるもので

あります。

②  固定資産

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は135億１百万円（前連結会計年度末比１億

36百万円の減少）となりました。これは主に減価償却進行による有形固定資産の減少によるものであ

ります。

③  流動負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は124億37百万円（前連結会計年度末比29億

39百万円の増加）となりました。これは主に季節的要因による支払手形及び買掛金ならびに短期借入

金の増加によるものであります。

④  固定負債

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は37億20百万円（前連結会計年度末比１億49

百万円の増加）となりました。これは主に第１四半期連結会計期間における社債の発行及び長期借入

金の約定返済によるものであります。

⑤  純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増

加等により63億99百万円（前連結会計年度末比５億73百万円の増加）となりましたが、自己資本比率

は季節的要因による負債増加などにより、前連結会計年度末の30.8％から28.4％となりました。
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(３)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は３億70百万

円となり、前年同四半期連結会計期間末に比較して１億50百万円の減少となりました。

①  営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は７億15百万円(前年同連結会計期間比89百万円の減少)となりまし

た。これは主に税金等調整前四半期純利益の減少によるものであります。

②  投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により支出した資金は１億84百万円(前年同連結会計期間比23百万円の増加)となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出の増加によるものであります。

③  財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により支出した資金は６億２百万円(前年同連結会計期間比１億85百万円の減少)となりま

した。これは主に借入金の返済による支出の減少によるものであります。

　

(４)  研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は59,107千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりであり

ます。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(千円)
既支払額
(千円)

提出
会社

北海道工場
(小樽市)

水産練製品・
惣菜事業

建物及び
関連設備等

 

2,000,000
 

5,725借入金
平成23年
４月

平成24年
５月

生産能力
30％増

(注)  上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,200,000

計 32,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,295,000 9,295,000
大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)
単元株式数は
1,000株であります。

計 9,295,000 9,295,000 ― ―

(注)  大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場ととも

に、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券

取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

─ 9,295,000 ─ 940,000 ─ 650,000
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

野  崎  正  平 新潟市中央区 1,380 14.85

有限会社ノザキ 新潟市中央区西大畑町579番地10 935 10.05

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷３丁目29番22号 852 9.16

野  崎  正  博 新潟市中央区 533 5.73

株式会社第四銀行 新潟市中央区東堀前通７番町1071番地１ 460 4.94

野  崎  千  代 新潟市中央区 275 2.95

佐藤食品工業株式会社 新潟市東区宝町13番５号 258 2.77

亀田製菓株式会社 新潟市江南区亀田工業団地３丁目１番１号 226 2.43

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 210 2.25

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関３－７－３ 202 2.17

計 ― 5,332 57.37

　

EDINET提出書類

一正蒲鉾株式会社(E00476)

四半期報告書

10/29



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

27,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
(普通株式)

9,214,000
9,214 同上

単元未満株式
(普通株式)

54,000
― 同上

発行済株式総数 9,295,000― ―

総株主の議決権 ― 9,214 ―

(注)  単元未満株式には、自己株式が662株含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
一正蒲鉾株式会社

新潟市東区津島屋
七丁目77番地

27,000 ─ 27,000 0.29

計 ― 27,000 ─ 27,000 0.29

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 569 537 535 491 480 475

最低(円) 510 471 462 476 455 460

(注)  最高・最低株価は平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであり、それ

以前は大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年７月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年７月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 755,791 932,051

受取手形及び売掛金 5,534,372 2,172,413

商品及び製品 749,617 365,888

仕掛品 397,364 262,323

原材料及び貯蔵品 1,370,231 1,362,673

その他 256,865 171,225

貸倒引当金 △8,272 △9,378

流動資産合計 9,055,971 5,257,197

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 4,969,361

※
 5,125,867

機械装置及び運搬具（純額） ※
 1,953,219

※
 1,975,393

工具、器具及び備品（純額） ※
 156,093

※
 159,594

土地 4,169,808 4,169,808

リース資産（純額） ※
 33,865

※
 10,250

建設仮勘定 5,986 4,987

有形固定資産合計 11,288,334 11,445,900

無形固定資産 244,770 234,054

投資その他の資産

投資有価証券 1,436,930 1,432,539

その他 599,326 594,417

貸倒引当金 △68,297 △69,467

投資その他の資産合計 1,967,959 1,957,489

固定資産合計 13,501,065 13,637,444

資産合計 22,557,036 18,894,642

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,401,754 1,278,763

短期借入金 6,736,440 6,044,623

未払法人税等 498,815 727,515

賞与引当金 88,112 92,994

役員賞与引当金 － 14,400

未払金及び未払費用 1,475,472 1,170,847

その他 237,086 169,093

流動負債合計 12,437,681 9,498,237

固定負債

社債 500,000 －

長期借入金 2,486,370 2,915,410

退職給付引当金 843 685

役員退職慰労引当金 431,075 417,764

その他 301,828 236,682

固定負債合計 3,720,116 3,570,542

負債合計 16,157,798 13,068,780
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 940,000 940,000

資本剰余金 650,000 650,000

利益剰余金 4,682,149 4,090,817

自己株式 △15,980 △15,750

株主資本合計 6,256,169 5,665,067

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 143,068 160,794

評価・換算差額等合計 143,068 160,794

純資産合計 6,399,237 5,825,862

負債純資産合計 22,557,036 18,894,642

EDINET提出書類

一正蒲鉾株式会社(E00476)

四半期報告書

14/29



(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 15,999,654 16,478,500

売上原価 10,876,887 11,703,517

売上総利益 5,122,766 4,774,983

販売費及び一般管理費 ※１
 3,432,988

※１
 3,561,792

営業利益 1,689,777 1,213,191

営業外収益

受取利息 774 212

受取配当金 8,984 10,516

受取賃貸料 11,316 11,516

受取手数料 12,582 19,466

雑収入 26,527 22,724

営業外収益合計 60,185 64,437

営業外費用

支払利息 83,241 63,805

雑損失 369 7,981

営業外費用合計 83,610 71,786

経常利益 1,666,353 1,205,841

特別利益

固定資産売却益 1,217 5

投資有価証券売却益 － 791

貸倒引当金戻入額 3,895 1,991

受取保険金 － 8,429

特別利益合計 5,113 11,217

特別損失

固定資産除却損 9,750 4,102

投資有価証券売却損 6,455 －

投資有価証券評価損 361 413

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,303

特別損失合計 16,567 22,819

税金等調整前四半期純利益 1,654,899 1,194,239

法人税、住民税及び事業税 661,370 484,536

法人税等調整額 △149,889 44,229

法人税等合計 511,480 528,765

少数株主損益調整前四半期純利益 － 665,474

四半期純利益 1,143,418 665,474
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 10,084,088 10,403,002

売上原価 6,601,851 7,104,888

売上総利益 3,482,237 3,298,114

販売費及び一般管理費 ※１
 1,917,489

※１
 1,973,197

営業利益 1,564,748 1,324,917

営業外収益

受取利息 305 －

受取配当金 6,433 7,066

受取賃貸料 5,621 5,909

受取手数料 － 6,291

持分法による投資利益 11,586 －

雑収入 12,163 11,983

営業外収益合計 36,110 31,250

営業外費用

支払利息 41,564 31,773

雑損失 184 230

営業外費用合計 41,749 32,003

経常利益 1,559,109 1,324,164

特別利益

受取保険金 － 1,330

特別利益合計 － 1,330

特別損失

固定資産除却損 2,468 2,325

投資有価証券売却損 6,455 －

投資有価証券評価損 361 －

特別損失合計 9,285 2,325

税金等調整前四半期純利益 1,549,823 1,323,169

法人税、住民税及び事業税 585,814 477,299

法人税等調整額 40,506 80,097

法人税等合計 626,320 557,396

少数株主損益調整前四半期純利益 － 765,772

四半期純利益 923,502 765,772
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,654,899 1,194,239

減価償却費 513,952 491,140

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,303

のれん償却額 1,876 1,876

貸倒引当金の増減額（△は減少） △33,828 △2,276

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,266 △4,882

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △14,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,132 13,310

受取利息及び受取配当金 △9,759 △10,728

支払利息 83,241 63,805

固定資産売却損益（△は益） △1,217 △5

固定資産除却損 9,750 4,102

売上債権の増減額（△は増加） △3,198,839 △3,361,358

たな卸資産の増減額（△は増加） △602,466 △526,328

仕入債務の増減額（△は減少） 1,951,678 2,122,991

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 368,215 276,522

その他 △164,383 △61,572

小計 590,517 204,740

法人税等の支払額 △204,796 △707,938

営業活動によるキャッシュ・フロー 385,720 △503,198

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 18,292 25,880

有形固定資産の取得による支出 △174,330 △280,029

有形固定資産の売却による収入 1,278 50

投資有価証券の取得による支出 △37,929 △15,594

投資有価証券の売却による収入 35,369 13,100

長期前払費用の取得による支出 － △17,145

利息及び配当金の受取額 10,390 11,644

その他 △8,246 △11,436

投資活動によるキャッシュ・フロー △155,175 △273,531

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △420,000 725,000

社債の発行による収入 － 500,000

長期借入れによる収入 1,500,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,080,493 △462,223

利息の支払額 △79,982 △60,625

配当金の支払額 △50,979 △74,142

その他 △585 △1,659

財務活動によるキャッシュ・フロー △132,040 626,350

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 98,504 △150,379

現金及び現金同等物の期首残高 253,219 521,237

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 351,724

※
 370,857
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計

基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用しておりま

す。

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ41千円、税金等調整前四半期純

利益は18,344千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産

除去債務の変動額は18,380千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１．前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「雑収入」に含めて表示しておりました「受取手数料」は

営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しております。なお、前第２

四半期連結会計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「受取手数料」は6,291千円であります。

２．前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました営業外収益の「持分法による投資利益」は営業

外収益総額の100分の20を下回ったため、当第２四半期連結会計期間では営業外収益の「雑収入」に含めて表示

しております。なお、当第２四半期連結会計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「持分法による投資利

益」は3,015千円であります。

３．「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間案分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

※  有形固定資産の減価償却累計額は24,369,006千円で

あります。

※  有形固定資産の減価償却累計額は23,970,925千円で

あります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 394,294千円

　 運賃・保管料 1,614,109　
　 給与手当 355,301　
　 賞与引当金繰入額 13,882　
　 役員退職慰労引当金繰入額 14,132　

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 396,809千円

　 運賃・保管料 1,705,006　
　 給与手当 363,658　
　 賞与引当金繰入額 16,449　
　 役員退職慰労引当金繰入額 13,310　

  ２  当社グループは主力部門である水産練製品部門及

びきのこ部門の販売が第２四半期連結会計期間に集

中するため、第２四半期連結会計期間の売上高及び

利益が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向

があります。

  ２  当社グループは主力事業である水産練製品・惣菜

事業及びきのこ事業の販売が第２四半期連結会計期

間に集中するため、第２四半期連結会計期間の売上高

及び利益が他の四半期連結会計期間に比べて高くな

る傾向があります。

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 224,909千円

　 運賃・保管料 950,264　
　 給与手当 184,699　
　 賞与引当金繰入額 13,882　
　 貸倒引当金繰入額 1,014　
　 役員退職慰労引当金繰入額 4,671　

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 244,153千円

　 運賃・保管料 993,012　
　 給与手当 189,966　
　 賞与引当金繰入額 16,449　
　 貸倒引当金繰入額 497　
　 役員退職慰労引当金繰入額 4,870　

  ２  当社グループは主力部門である水産練製品部門及

びきのこ部門の販売が第２四半期連結会計期間に集

中するため、第２四半期連結会計期間の売上高及び

利益が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向

があります。

  ２  当社グループは主力事業である水産練製品・惣菜

事業及びきのこ事業の販売が第２四半期連結会計期

間に集中するため、第２四半期連結会計期間の売上高

及び利益が他の四半期連結会計期間に比べて高くな

る傾向があります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 752,637千円

預入期間が３か月超の定期預金 △400,913千円

現金及び現金同等物 351,724千円

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

現金及び預金 755,791千円

預入期間が３か月超の定期預金 △384,934千円

現金及び現金同等物 370,857千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日

 至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,295,000

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 31,512

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月17日
定時株主総会

普通株式 74,142 8.00平成22年６月30日 平成22年９月21日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日以降となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計に占める「食品製造販売事業」の割合がいずれも90％

を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　
　

EDINET提出書類

一正蒲鉾株式会社(E00476)

四半期報告書

21/29



　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社は主として食品製造販売を行っており、製造品目は魚肉すり身を主原料とする「水産練製品・惣

菜」と「きのこ類」に大別されております。

従って、当社グループは製品別のセグメントから構成されており、「水産練製品・惣菜事業」「きのこ事

業」の２つを報告セグメントとしております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

水産
練製品・
惣菜事業

きのこ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 13,611,3082,470,39216,081,701396,79816,478,500─ 16,478,500

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ 801,200801,200△801,200 ─

計 13,611,3082,470,39216,081,7011,197,99917,279,701△801,20016,478,500

セグメント利益 474,372713,8171,188,19023,6091,211,7991,3911,213,191

(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送・倉庫事業、ゴルフ場事業を含

んでおります。

２  セグメント利益の調整額1,391千円は、主にセグメント間取引消去であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

水産
練製品・
惣菜事業

きのこ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,535,6421,575,11010,110,753292,24910,403,002─ 10,403,002

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ 445,202445,202△445,202 ─

計 8,535,6421,575,11010,110,753737,45110,848,204△445,20210,403,002

セグメント利益 695,669604,4601,300,13022,5211,322,6512,2651,324,917

(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送・倉庫事業、ゴルフ場事業を含

んでおります。

２  セグメント利益の調整額2,265千円は、主にセグメント間取引消去であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

　 　

　 690.80円
　

　 　

　 628.87円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 6,399,237 5,825,862

普通株式に係る純資産額(千円) 6,399,237 5,825,862

普通株式の発行済株式数(千株) 9,295 9,295

普通株式の自己株式数(千株) 31 31

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(千株) 9,263 9,263
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２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 123.41円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 71.84円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,143,418 665,474

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,143,418 665,474

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 9,265 9,263

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 99.67円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 82.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 923,502 765,772

普通株式に係る四半期純利益(千円) 923,502 765,772

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,265 9,263

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月５日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人  トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    白    井          正    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    代          勲    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正

蒲鉾株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月７日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人  トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    白    井          正    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    代          勲    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正

蒲鉾株式会社の平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年７月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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